
RUN FOR TOMORROW
作詞 /作曲　福田六花

＜Ricka＞
闇夜の　向こうから　　ひとすじの　陽光が
凍てつく　大地に　　静かに　舞い降りる
＜男性＞
眩しい　笑顔が　　　この場所に　集まり
6月　晴れた朝　　　僕らは　駈けだす
＜女性＞
いつまでも　どこまでも　この道は　続いてる
手をつなぎ　励まして　走って　ゆけるなら
＜全員＞
RUN FOR TOMORROW　　
息を弾ませて　一歩ずつ　前へすすむ
RUN FOR TOMORROW　　
未来を照らす　灯火（ともしび）に　なれるはず
（間奏）
＜女性＞
いつまでも　どこまでも　この道は　続いてる
手をつなぎ　励まして　走って　ゆけるなら
＜全員＞　　～4回繰り返す～
RUN FOR TOMORROW　　
息を弾ませて　一歩ずつ　前へすすむ
RUN FOR TOMORROW　　
未来を照らす　灯火（ともしび）に　なれるはず

卒業写真
　　　　　　　　作詞 /作曲　荒井由実
悲しいことがあると　ひらく革の表紙
卒業写真のあの人は　やさしい目をしてる
町でみかけたとき　何も言えなかった
卒業写真の面影が　そのままだったから
人ごみに流されて　変わってゆく私を
あなたはときどき　遠くでしかって
（間奏）
話しかけるように　ゆれる柳の下を
通った道さえ今はもう　電車から見るだけ
あの頃の生き方を　あなたは忘れないで
あなたは私の　青春そのもの
人ごみに流されて　変わってゆく私を
あなたはときどき　遠くでしかって
あなたは私の　青春そのもの

やさしさに包まれたなら
　　　　　　　　作詞 /作曲　荒井由実
小さい頃は　神さまがいて
不思議に夢を　かなえてくれた
やさしい気持で　目覚めた朝は
おとなになっても　奇蹟はおこるよ
カーテンを開いて　静かな木洩れ陽の
やさしさに包まれたなら　きっと
目にうつる全てのことは　メッセージ
（間奏）
小さい頃は　神さまがいて
毎日愛を　届けてくれた
心の奥に　しまい忘れた
大切な箱　ひらくときは今
雨上がりの庭で　くちなしの香りの
やさしさに包まれたなら　きっと
目にうつる全てのことは　メッセージ
カーテンを開いて　静かな木洩れ陽の
やさしさに包まれたなら　きっと
目にうつる全てのことは　メッセージ


